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１．基本情報 

本事業の基本情報は以下のとおりである。 

実行団体 特定非営利活動法人ながのこどもの城いきいきプロジェクト 

事業名 台風１９号による被害を受けた子どもとその保護者への支援

事業 

資金分配団体 特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 

資金分配団体事業 通常枠：災害支援事業（防災・減災事業、緊急災害支援） 

事業の種類 災害支援事業 

実施期間 ２０２０年６月～２０２３年３月 

事業対象地域 長野県長野市 

 

実行団体である特定非営利活動法人ながのこどもの城いきいきプロジェクト（以下こ

どもの城）は、１９９８年、長野市において子どもの健やかな成長を目指して、任意団

体「ながのこどもの城づくりを進める会」として発足したのが始まりである。子どもや

子育て中の保護者に対して、子ども支援・子育て支援に関する事業に取り組み、いきい

きとした子どもたちの世界を守るために行政や地域社会と連携し、子育てを支えるネッ

トワークとその中心となる場づくりを進め、子どもの健全育成及び子育て環境の充実に

寄与することを目的としている。２００２年に特定非営利活動法人となり、「長野市も

んぜんぷら座こども広場じゃん・けん・ぽん」の指定管理者、「長野市ファミリー・サ

ポート・センター」、「ホームスタート・ながのこどもの城」、「チャイルドラインながの」

の運営等多くの機能を持ち、包括的な子ども支援・子育て支援事業を行っている。 

 令和元年東日本台風（以下台風１９号）により、千曲川決壊という大きな被害を受け

た長野市北部において、こどもの城初めての災害緊急支援に突然、取り組むこととなっ

た。本事業は、地元の子ども支援団体として、緊急支援から復旧復興支援へと支援を継

続し、被災した子どもたちの立ち直りを支えるために計画した事業である。 

 

２．事業概要 

１）事業の背景 

台風１９号により、長野市では全壊１，０３３件、大規模半壊３５１件、半壊１，２

８７件、一部損壊１，１３６件と甚大な被害を受けた。半年たった令和２年３月におい

ても、仮設住宅や修繕中の自宅の２階などで不自由な生活を余儀なくされる世帯が多く、

子どもも保護者も精神的な不安を抱え、被災から立ち直るまでにはまだまだ時間がかか

る状況であった。更に新型コロナウイルス感染症（以下コロナ）拡大予防のため、３月

３日から全国一斉休校となり、卒業式を目前に通学すらできず、子どもや保護者は２重

の困難におちいった。 
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長野市災害復興計画には、子どもの通学や心のケアとして学校現場へのスクールカウ

ンセラーの配置、子どもや保護者の居場所の必要性は示されているが、早々の予算化は

難しい。また、コロナ感染予防のための休校は、ようやく６月１日に解除され、分散登

校が始まろうとしていた。当時、長野市教育委員会では、長野市内小中学生にタブレッ

トの配布を年度中に予定していたが、予算や時期は未定のままであった。 

 

２）事業の目的（事業によって解決を目指す社会課題） 

台風１９号の緊急災害支援には、県外から多くの団体や個人が駆け付け非常に多くの

支援を受けることができたが、復旧復興という長期にわたる回復を外部に頼ることは難

しい。そこで、地元の子ども支援団体として、復旧復興期の子どもを支えようと本事業

を計画した。 

 

３）対象とするグループ 

直接的対象グループ 
長野市北部地域 台風１９号被災の子ども 

子ども（幼児～高校生）：のべ２，１６０人 

間接的対象グループ 
長野市北部地域 台風１９号被災の子どもの家族 

保護者を含む家族：のべ８，６４０人 

 

４）目指す成果（アウトカム） 

中長期的に目指すのは、「長野市北部地域において、子どもや保護者が心の元気を取

り戻し、地域の復興に一歩を踏み出せること」である。そのため、本事の成果として、

次の４点を目指した。 

（１）長野市の台風１９号の深刻な被害を受けた長野市北部地域で、子どもがストレス

を軽減している。 

（２）長野市の台風１９号の深刻な被害を受けた地域で、子どもが健やかな成長の機会

を得ている。 

（３）本事業を通して、地域の人たちとのコミュニケーションの場や学習の機会を得る

ことで、子どもたちが自らの生き方に主体性を持ち、積極的に社会に参画していけ

るようになる。 

（４）台風１９号の深刻な被害、コロナ禍と続く中、子どもが家庭で伸び伸び過ごして

いる。 

 

５）活動概要 

短期の成果で挙げた４つの達成を目指し、（１）子どもの居場所、（２）リフレッシュ

プログラム、（３）保護者のサポートを３つの柱とし本事業の活動を計画した。 

 

（１）子どもの居場所の設置と運営 
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大きく分けて、幼児から小学生を対象にした子どもの居場所と中高生を対象に学習支

援を行った。子どもの居場所においても宿題など学習をサポートすることもあり、また、

学習支援の場は参加する生徒には居場所でもあり、子どもが安心していられることに配

慮した。 

 

（２）リフレッシュプログラム 

夏休みには DAY キャンプとして日帰りのイベントを、クリスマス前には善光寺の宿坊

に宿泊することをメインとする一泊二日のイベントを開催し、子どもたちが日常を離れ、

まさにリフレッシュの機会を設けた。 

 

（３）子育て中の保護者の居場所の運営と傾聴活動 

避難所での子どもの居場所や避難所閉鎖後の週末の子どもの居場所を続ける中で、保

護者から折に触れ相談や話をしていくということがよくあった。自宅の修繕や仮設住宅

での暮らしが落ち着きつつあり、年明け１月８日には長沼小学校仮設校舎での授業が始

まり、ようやく間借りしていた他の小学校ではなく自分の小学校に通えるようになった。

しかしながら、１月末から２月にかけ、コロナ感染の心配が急速に広がり、３月２日に

は全国一斉休校が政府により通達されるなど、被災からの復旧復興へと向かいがたい状

況となり、保護者の不安や心配も大きかった。そこで、保護者の居場所として、心を落

ち着ける場を設け、傾聴活動を計画した。 

 

６）持続発展（出口戦略） 

本事業終了後、台風１９号による災害支援は終了するが、緊急支援を含め４年半の取

り組みから、次の２点の活動への展開が計画されている。 

・常設の子どもの居場所の設置・緊急時の子ども支援のため、平時における子ども支援

団体や関心を寄せる個人のネットワーク構築 

 

・ 常設の子どもの居場所 

本事業の３年間は、台風１９号の被災からの復旧復興でもありコロナ禍にさらされた

３年間でもあった。被災で傷ついた心の元気を取り戻すことをサポートするため、安心

安全な場を提供してきたが、子どもが直面する不安や心配は被災だけではない。コロナ

で教室での勉強がタブレットを用いた自宅学習になり、またお友だちとなかなか会えず、

外遊びもままならない中、様々な葛藤や不安、心配を抱えていることもある。そこで、

常設の子どもの居場所を、被災地域からは少し離れるが、本事業終了後令和５年度から、

長野市の中心部に設置する。 

週末の子どもの居場所を利用していた子どもや保護者には、最終日に開催したクリス

マス会兼お別れ会で、この事業を終了しても、長野市で活動を続けていること、いつで

もそこ（事務所のある「もんぜんぷら座」）にいること、何かあれば連絡をと伝えた。 
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・緊急時の子ども支援のためのネットワーク 

緊急支援に取り組む中で、災害の発災直後から子どもや保護者に必要な支援を届けら

れるのは、被災地に最も近い地元の団体である。刻々と変化する緊急時に必要な支援を

提供するには、１つの団体では難しく、行政を含め幅広い団体や個人との連携が不可欠

である。また、緊急時には外部の支援団体が長野市に入り緊急支援活動に取り組むが、

復旧復興というと継続して子どもの立ち直りを支えるのは、地元の団体がほとんどであ

り、３年間の本事業を通じて様々な協力を地元の団体から得てきた。こういった経験を

もとに、地元の連携が不可欠だと実感している。本事業２年目には、復旧復興支援であ

る本事業に取り組みながら、令和元年東日本台風被災への緊急支援の振り返りなど、長

野市で災害時の子ども支援に関心をもつ団体や個人と学習会と交流会の機会を別途設

けた。本事業の終了は、災害支援に一区切りとなる。災害支援から防災、平時の備えへ

と展開していく中で、学習会や交流会が「長野市緊急時における子ども支援ネットワー

ク」へとつながり、２０２３年２月に設立された。本事業終了後は、緊急時に速やかに

子どもを守ることができるよう、平時の備えに取り組む。 

 

３．事後評価実施概要 

１）実施概要 

（１）どんな変化をこの事業の重要なポイントとして設定し評価を実施したのか 

【留意点】本評価は事業計画時には保護者をはじめ関係者へのインタビューを計画して

いたが、コロナ禍によりインタビューはスタッフにとどめ、参加した子どもや保護者他

は３年間のアンケートに記載された自由記述によった。 

 

重要なポイントとして設定したのは、子どもの声や感想とともに、子どもの変化を保

護者やスタッフがどのようにとらえているか、である。 

本事業は、令和元年東日本台風１９号の被害を受けた子どもを支援しようと、初めて

の緊急支援に急遽取り組んだこどもの城が、緊急支援に続く復旧復興支援として実施し

た事業である。主たる対象は、その緊急支援で実施した避難所の子どもの居場所や週末

の子どもの居場所を利用した長沼小学校の子どもたちである。千曲川決壊により校舎が

被災してしまい、他の小学校で間借りした教室で学んでいたが、２０２０年の年明けに

はようやく仮設校舎に通学できるようになり、自分たちの長沼小学校に通い普通の生活

への一歩を踏み出した。その矢先に、コロナの感染拡大などにより卒業式や学年の終了

直前に休校となり、だれもが予測のつかない状況となってしまった。子どもだけでなく

保護者も、子どもの安全や学習、日常生活の変化に不安は深まる一方であった。子ども

のストレスは、被災で受けたものだけでなく、コロナ禍による休校や外遊びの禁止、お

友だちに会えない等々、計り知れない。子どもの健やかな成長を支えるため、本事業は、
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子どもが安心安全に集える場所の提供や発散の場として、日常と離れて自然や地域の文

化、何より様々な地域の方々と出会い、思いきり遊び楽しみ学ぶ機会の提供を目的に計

画された。それぞれの活動の事前事後の変化を、子どもや保護者の感想や満足度、スタ

ッフの観察などから検証した。 

子どもを取り巻く環境、特に子どもに最も近い保護者もまた、被災からの生活再建や

収束の見通しの立たないコロナ禍への不安、ステイホームやタブレットを用いた自宅学

習といった子どもの学習環境の変化と、心配や不安を抱えていた。保護者へ寄り添うこ

とも、子どものストレス軽減を促す一つであるという認識のもと、本事業を通して見ら

れた保護者の意識、本事業への感想や満足度の変化にも注目した。 

 

（２）どんな調査で測定したのか 

活動中、こまめに取られた子どもや保護者へのアンケート、打合せ・会議の記録、

活動報告を主なリソースとし、本事業のスタッフにインタビューを行った。「達成

度」・「波及効果」・「事業の効率性」を主な項目とし、「連結性」・「持続可能

性」・「有効性」・「インパクト」・「効率性」といった視点から Aから Dの４段階

（A=たいへん良い B＝概ねよい C=検討が必要 D＝見直しが必要）で評価した。調

査概要は以下の通り。 

 

【定量的な評価】 

①調査方法 

アンケート調査（２０２０年６月～２０２３年２月に取られた、それぞれの活動の事

前事後や長沼小学校教員や長沼小学校に通う児童の保護者、対象地域にある豊野中学

校生徒アンケート）、会議・打合せ議事録や活動記録の確認 

 

②調査実施時期 

２０２３年２月～３月 

 

③調査対象者 

各活動に参加した子どもとその保護者、主対象となる子どもの通う長沼小学校教員を

対象とし、回収率は４０－１００％と活動によってばらつきがあった。 

 

④分析方法 

単純集計、活動に関する質問と日常の様子についてクロス集計を行った。 

 

【定性的な評価】 

①調査方法 
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・アンケート調査（記述）、長沼小学校教員や児童からの手紙、スタッフインタビュ

ー、打合せ・会議議事録の確認 

 

②調査実施時期 

・２０２２年２月～２０２２年３月（アンケート等は２０２０年６月～２０２３年２

月に実施、長沼小学校教員や児童からの手紙は２０２３年３月に届いたもの） 

 

③調査対象者 

・各活動に参加した子どもとその保護者、長沼小学校教員、こどもの城担当スタッフ 

 

④分析方法 

・調査から得られた言葉やエピソードを整理し、KJ法により分析した。 

 

（３）調査結果をどのように深掘りし価値判断をしたのか 

子どもと保護者の回答のクロスチェック、子どもの回答とスタッフの観察のクロスチ

ェック、自由記述の KJ 法による分析から、子どもの言葉だけでなく子どもの最も身近

な保護者にどのように受け止められていたのかを深堀した。また、子どもが緊張や懸念、

気を使いすぎずに参加できたか、さらには伸び伸びと参加できていたかを保護者アンケ

ートやスタッフインタビューから、活動が子どものストレス軽減や健やかな成長に貢献

できたかを判断した。 

 

２）実施体制（内部/外部、評価担当役割、氏名、団体・役職） 

外部 評価主担当 中島美穂    

   開発支援・緊急災害支援コーディネーター 

アジアを中心に教育・保健・生計向上・環境等の開発支援、ヨルダンでの難民支

援、令和元年台風１９号をはじめ国内災害事業に従事。現在は子どもの社会支援

的支援（PSS）に取り組んでいる。 

内部 特定非営利活動法人ながのこどもの城いきいきプロジェクト 

事務局長兼事業統括 小笠原 憲子 

   会計責任者兼事業統括補佐 伊藤 直子 

   コーディネーター 廣田 宜子 

   アシスタント 寺澤 夏海 
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４．事業の実績 

１） インプット 

 計画時 実績値 

人材 内部：合計１０人（担当者３人、

保育士２人、助産師・看護師２

人、栄養士１人、臨床心理士１

人、小児科医１人）  

外部：６人 

内部：合計１１人 

事業統括１人、会計責任者１人、

コーディネーター１人、アシスタ

ント１人、保育士２人、助産師・

看護師２人、栄養士１人、臨床心

理士１人、小児科医１人 

資機材 ・タブレット 

２０台リース、１０台購入 

・缶バッチ作成資機材 

 

・タブレット 

２０台リース、１０台購入 

・缶バッチ作成資機材 

・プロジェクター 

・スクリーン 

・シュレッタ－ 

・ワイヤレスアンプ 

・ワイヤレスマイク 

・ダイナミックマイクロホン 

・ワイドレス WEBカメラ 

・コミュニケーションマイクスピ

ーカーシステム 

資金 契約時の助成金総額 

３３，２６０，９６８円 

実際に投入した助成金総額 

３６，８６０,９６８円 

契約当初の自己資金計画金額 

１，５００，０００円 

実際に投入した自己資金金額 

５０３，７００円 

内訳 

・寄付  ５０３，７００円 

・会費        ０円 

・助成金       ０円 

 

本事業を進める中で、資金調達として工夫したのは、金銭的な寄付だけでなく、食材

やお菓子などの寄付やフードバンクからの食材提供といった当会の既存のパートナー

からの協力を得たことである。また、地元のライオンズクラブからリフレッシュプラグ

ラムの協力要請を受け、運営協力することで当初の計画よりも多くリフレッシュプログ

ラムを開催できた。さらに、ドローンや農機具を使った農作業体験など、地域の企業や

農家といった幅広い協力により、子どもの視野を広めることができた。 
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２） 活動とアウトプットの実績 

（１）主な活動 

①．子どもの居場所の設置と運営 

毎週あるいは毎月２－３度の開催を計画していたが、表で示されるように空白－コロ

ナ禍により活動を休止せざるを得なかった時もあった。主に中学生を対象とした学習支

援を中心とする居場所は、バーチャル（オンライン）とリアル（対面）を併用し、特に

初年度はバーチャルが併用されたからこそ活動を実施できた。 

開催場所については、コロナ感染予防やワクチン接種会場になるなど、移動せざるを

得ず、実施場所は３年間で１０か所を超え、場所の確保に奔走する３年間でもあった。 

 

① －１．バーチャル：学習支援オンライン自習室、オンライン昼食会(中・高生） 

本事業の計画時、コロナの感染拡大により全国一斉休校、終息の見通しも全く見えな

い状況で、避難所において中学生やその保護者から聞かれた学習の不安にこたえること、

さらに、中高生の居場所という位置づけでもある。保護者が仕事などで昼食は一人でと

る子どももいると把握していたので、昼食のお弁当を配布し、対面では不可能でもバー

チャル上では一緒に昼食をとる機会を提供した。 

コロナ禍状況によっては、対面でも開催し、バーチャルよりも参加者が多く、ほぼ全

員がリピーターとなっていた。２年目には中学校の放課後学習支援に協力し、３年目を

継続予定であったが、コロナ禍により中止となった。 

 

① －２ 週末の子どもの居場所（以下ふるさと）（対象：幼児・小学生） 

台風１９号災害時、長野市の設置した避難所の一つ北部スポーツ・レクリエーション

パーク避難所で、毎日「子どもの居場所」を開催し、避難所閉鎖後には「週末の子ども

の居場所」を継続してきた。子どもが安全に安心して遊び、いられる場所でもあり、被

災後の生活再建のため奔走する保護者が安心して子どもを預けられる場所でもあった。

本活動はその週末の居場所を継続し、コロナ禍により活動休止、保護者の判断による不

参加もあったが、保護者が安心して子どもを預けられる、子どもが安心して安全にいら

れる場所として可能な限り開催を続けた。 

 

① －３ 子どもの居場所 in 権堂（以下権堂）（対象：幼児・小・中・高生） 

長野市中心部に位置する「長野市権堂イーストプラザ 市民交流センター」で、毎月

３回（第１・第３火曜日、第２金曜日）、幼児から高校生までを対象に開催。宿題をす

る子ども、年齢層が幅広いがゆえに幼児や小学生が中高生のお兄さんお姉さんやボラン

ティアと鬼ごっこなど外遊び、手芸や工作・クイズなどボランティアやスタッフの企画

を楽しむ幅広い活動。幼時から人生の大先輩まで多年齢の人々が集う。 

手作りの夕飯は、本事業期間はコロナ感染予防対策として黙食を徹底した。また、活
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動休止中はお弁当あるいは食材提供を行った。 

 

① －４ 豊野学習支援（中・高生） 

当初の計画にはなかったが、３年目に豊野地区1の不登校の子どもの保護者の会より

相談を受け、不登校の子どもの学習室を２０２２年１０月より週に１度、豊野公民館で

開催した。学習だけではなく、子どもたちは他の参加者と会話や遊びを楽しみ、全員が

リピーターとなっている。１－１の学習支援と違い、学習会に子どもと一緒に参加する

保護者もおり、スタッフに不安や心配を相談が多く、別途保護者の会（３－４）を設け

た。 

 

② ．子どものリフレッシュプログラム 

②－１ ユースキャンプ 

令和２年度は日帰りと一泊それぞれ１回ずつ計２回、令和３年度は日帰り２回と一泊

１回の計３回、令和５年度は日帰り１回（２回準備したが 1回は開催直前にはコロナ禍

により中止）と一泊１回の計２回、長野市ライオンズクラブの寄付などもあり本事業計

画時よりも多く開催できた。 

善光寺宿坊に宿泊する冬のリフレッシュプログラム「ウィンターキャンプ」は、週末

の子どもの居場所には来なくなる高学年で、６年生には修学旅行があることから小学５

年生を主対象とした。長沼小学校の助言を得て、コロナ対策のため、本活動は長沼小学

校児童のみを対象とした。初回の令和２年度は、長沼小学校５年生全員が参加した。２

年目は９割、３年目になると半分くらいで受け入れ人数に余裕があったため４年生も対

象とした。 

春は、ボッチャやフットサルのスポーツをする「春のリフレッシュプログラム」、夏

は長野市の多様な取り組みを学び体験し、野外活動を楽しむ日帰りの「サマーキャンプ」

を開催した。 

 

②－２ 復興イベント 

長野市の主催する復興イベント「長野市復興祈念事業～いまこそ応援「がんばろう

NAGANO」」２０２０年と２０２１年に、居場所に参加している子どもたちで復興缶バッ

ジを制作し参加した。２０２０年度は、子どもたちから思いのこもった原画を募集し、

入賞４作品の原画を先輩の若者グループに届けイラストを依頼し、そのイラストで缶バ

ッジを制作し、長野市復興記念事業「今こそ応援『がんばろう NAGANO』２０２０」、「同

２０２１」の主催長野市に届け、参加した方たちに配られた。２０２０年度は１６００

個作り、「被災地を応援ドライブスルー物産展復幸 BOX」４種類に８００個、「被災地を

めぐるデジタルスタンプラリー記念品」として４００個、「ながの子ども・子育てフェ

 
1 ２年⽬に放課後学習⽀援に協⼒した中学校のある地域 
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スティバル参加記念品」として４００個で配布された。２０２１年度は被災地の飲食店

で配布した記念缶バッジ１０００個のうち、５００個の缶バッジを子どもたちと作った。

コロナ禍により、子どもたちと一緒に参加することは、本事業としては行わなかった。 

 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

ユースキ

ャンプ 

１２月：ウィンターキ

ャンプ in善光寺（一泊

二日、小学５年生１８

名） 

 

３月：春のリフレッシ

ュプログラム「ボッチ

ャ」（対象：小学生、２

５名参加） 

７月：DAY キャンプ in

飯綱（対象小学生、１９

名） 

 

１２月：ウィンターキ

ャンプ in善光寺（一泊

二日、対象：小学５年

生、１５名参加） 

 

３月：春のリフレッシ

ュプログラム「フット

サル」（対象：小学生、

１８名参加） 

７月： DAY キャンプ

withライオンズ（対象

小学生、１７名） 

 

中止７月：DAYキャンプ

in 飯綱（対象小学生、

２８名参加申し込み） 

 

１２月：ウィンターキ

ャンプ in善光寺（一泊

二日、対象：小学４－５

年生、１０名） 

復興イベ

ント 

缶バッジ制作（長野市

復興祈念事業～いまこ

そ応援「がんばろう

NAGANO」２０２０～） 

缶バッジ制作（長野市

復興祈念事業～いまこ

そ応援「がんばろう

NAGANO」２０２１～） 

開催なし 

 

③．子育て中の保護者の居場所の運営と傾聴活動 

保護者がくつろげる場を設けようと保護者の居場所を計画したが、事業を開始した２

０２０年６－７月の２か月、利用者は０が続いた。他方、子どもの居場所やリフレッシ

ュプログラムの送迎など子どもの活動の「ついで」に、スタッフに話したり相談したり

する保護者が毎回いることから、保護者の居場所として独立させ別日に開催するのでは

なく、子どもの居場所などで保護者が話していけるようコーヒーやお茶を用意し、保護

者が話しやすい場を提供した。中学生の保護者からは思春期の子どもへの接し方や反抗

期について、小学生の保護者からは家庭での子どもの状況や家庭内の相談あるいは会話

があった。コロナ禍もあり、子ども支援の取り組みでは難しい相談には、当団体の他事

業や児童相談所、行政を紹介するなど、相談は多岐かつ深刻なケースもでてきた。 

３年目の後半には、不登校の保護者の会から相談を受け、不登校の子どもたちを対象

とする学習支援を２０２２年１０月より開始した。この支援では、学習時間に参加する

保護者もおり、毎回相談や悩みを打ち明ける保護者がいたこと、保護者会と相談し専門

家に話を聞き質問できる機会を月に１度保護者の会として設けることとした。 



13 
 

 

③－１ バーチャル、③－２ 長沼コミュニティセンター、③－３ 古里児童センター 

事業を開始した２０２０年６月７月とオンラインと長沼コミュニティセンターに保

護者の居場所としてパパママサロンを開催したが、参加者は０であった。他方、週末の

子どもの居場所や学習支援に参加する子どもの送迎時に、スタッフに話していく・相談

する保護者が後を絶たず、子どもの居場所と並行して開催。子育て中の保護者に取り、

自分だけで出かけることは難しく、子どもの活動の「ついで」というスタイルが利用し

やすいと判断された。 

 

③－４ 豊野学習支援保護者の会 

豊野地区の「不登校・行き渋り親の会」から依頼を受け、不登校の小中学生を対象に

した平日の学習支援を開始した。最終年の２０２２年１０月から毎月２回（月曜日）の

開催にしている。学習会に参加する子どもの送迎だけでなく、学習会に参加する保護者

もおり、スタッフに悩みを打ち明けることや専門家から不登校や不登校の子どもとの接

し方などを学びたいという声もあがった。そこで、１１月より月に１度、子育てやここ

ろ・からだ・性について長野市で相談を受ける「川中島の保健室2」の主催者を招聘し、

不登校の子どもについて学び、保護者の悩みや相談を受ける機会を設けた。要望は高か

ったが、残念ながらコロナ感染拡大により２０２３年１月に中止となった。 

 

 
2 ⻑野県公⽴⼩・中学校の養護教諭を４０年勤め、退職後、⻑野市の⾃宅に“川中島の保健
室”を開室。⼦育てやこころ・からだ・性にまつわる相談と講演や出前授業に取り組まれて
いる。『まちかど保健室にようこそ からだ・こころ・性のこと なんでも話してホッとで
きる“川中島の保健室”ものがたり』より。ホームページ：http://www.川中島の保健室.jp/ 
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活動一覧 ２０２０年度 

  

台風#$号&'(被害+受-.子01234保護者84支援事業=令和年A年度CD月FG月H

IJ IJ IJ IJ IJ IJ IJ IJ IJ IJ

D月 K月 L月 M月 NO月 NN月 NA月 N月 A月 G月

古里公民館 #回VW名 Y回V#Z名 Y回VJ[名 J回V##名

赤沼公会堂

`ab新田町
権堂gFhi
jkl

J回V#m名 Y回VJm名 Y回VJW名 Y回VYY名 Y回VJW名 Y回VYW名 Y回V[J名
Y回VYn名
C持p帰r弁
当H

Y回V[n名
C持p帰r弁
当H

Y回V[Y名
C持p帰r弁
当H

uvkgv
[回VW名w#Y
個

Y回VY名wY個 Z回V[名 [回VY名 [回Vm名 [回VY名 [回VY名 [回V[名 [回VJ名 [回VJ名

豊野公民館 Z回V{名 [回V#[名 [回V[名 [回V[名 [回VJ名 Y回V{名

古里公民館 Z回VJ名 [回V[名 [回Vm名 [回V##名 [回V##名 [回Vn名 [回Vn名 [回V$名

|}~���
�東北

長沼住民交流
��h

豊野学習支援 豊野公民館

復興g�vi
��������
��3応援
J{J{�

�gv�F��
vj`a善光寺

春4¡¢£¤
¥¦j§¨k
©

子014居場所開催&準°開催CAOAG年G月事業終了�³H

F F F F F F F F

h�¤¢研修
会

災害時&¸-
(円滑»子0

感染警戒£�ÀN

感染警戒£�ÀN
CÁWVJnH
感染警戒£�ÀA
CWVJ$ÁH

感染警戒£�ÀA
CÁnVJ[H
新型Ã§Ä�gÀ
h警報V感染警戒
£�ÀGCnVJZÁH

新型Ã§Ä�gÀ
h警報V感染警戒
£�ÀGCÁ$V$H
新型Ã§Ä�gÀ
h注意報V感染警
戒£�ÀAC$V#{Á
#ZH
感染警戒£�ÀN
C$V#mÁH

感染警戒£�ÀN

感染警戒£�À#
CÁ##VWH
新型Ã§Ä�gÀ
h注意報V感染警
戒£�ÀAC##VnÁ
##H
新型Ã§Ä�gÀ
h警報V感染警戒
£�ÀGC##V#JÁ
#YH
新型Ã§Ä�g
Àh特別警報V
感染警戒£�À
ÊC##V#[ÁH

新型Ã§Ä�g
Àh特別警報V
感染警戒£�À
ÊCÁ#JVYH
新型Ã§Ä�gÀ
h警報V感染警戒
£�ÀGC#JV[ÁH

新型Ã§Ä�gÀ
h警報V感染警戒
£�ÀG
医療警報C#VnÁ
#YH
長野県緊急事態
宣言C#VnÁH
医療非常事態宣
言C#V#[ÁH

医療非常事態宣
言CÁJVJH
新型Ã§Ä�gÀ
h警報V感染警戒
£�ÀGCÁJV##H
新型Ã§Ä�gÀ
h注意報V感染警
戒£�ÀACJV#JÁ
#ZH
感染警戒£�ÀN
CJV#mÁH

感染警戒£�ÀN
CÁYV#{H
新型Ã§Ä�gÀ
h注意報V感染警
戒£�ÀACYV##Á
#[H
新型Ã§Ä�gÀ
h警報V感染警戒
£�ÀGCYV#ZÁ
#WH
新型Ã§Ä�g
Àh特別警報ÕV
感染警戒£�À
ÊCYV#nÁJnH
新型Ã§Ä�g
Àh特別警報ÕÕV
感染警戒£�À

34他

Ã§Ä関連
太字斜ÜÝ中止

太字Ý食事中止C弁当配布H

学習支援C中
学生H

子014居
場所äåF
æ�ÀV公民
館自習室

¡¢£¤¥¦j§¨k©

子育ê中4保護者4居場
所4運営2傾聴活動

長沼Ãñ¦òóôõv�F 開催ö.}参加者}»ù保護
者4居場所中止ú子014居
場所2並行öê開催8uvkgv

子014
居場所

子014居
場所C小学
生H

`ab古里
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活動一覧 ２０２１年度 

  

台風#$号&'(被害+受-.子01234保護者84支援事業=令和年A度

CD CD CD CD CD CD CD CD CD CD CD CD

A月 F月 G月 H月 I月 J月 KL月 KK月 KM月 K月 M月 N月

古里公民館 T回VW名 D回VT#名 D回VDD名 #回VD名 #回VY名 D回VZ名 T回V#[名

赤沼公会堂 D回VT[名 #回V`名

abc新田町
権堂hijk
lmn

D回VW[名 D回VWZ名 D回V[o名 #回V#D名 D回VT`名 D回VW$名 D回V`$名 D回Vo$名 #回VTo名 T回V`Z名 D回VZZ名

pqmhq T回VT名 [回VD名 W回V[名 [回V[名 #回VY名 D回VY名 [回VY名 W回VY名 W回VY名 [回Vo名 #`回VW`名 o回V#o名

豊野公民館

古里公民館 T回V[名 [回VTY名 W回VTD名 [回VTY名 #回VW名 D回V#o名 #回VW名 W回VDT名 D回V##名

tuvwxy
z東北

W回VTo名 W回VD[名 T回V#D名

長沼住民交流
��j

豊野学習支援 豊野公民館

中止����
��qlab鬼
無里

�����ql
ab飯綱

復興h�qk
��������
��3応援
TYT#�

�hq�i��
qlab善光寺

春4¢£¤¥
¦§l¨©m
ª

i i i i i i i i i i i i

災害時&-
(円滑°子0
1支援4.±
4²¥k³i´
学習会

災害時&-
(円滑°子0
1支援4.±
4²¥k³i´
交流会

£iµ¶qk
¢i

災害時&-
(円滑°子0

£iµ¶qk
¢i

£iµ¶qk
¢i

災害時&-
(円滑°子0

感染警戒¤�»
[¼½WV#[¾
新型À¨Á�h
»j特別警報ÅÅ
Æ½WVT#Ç
全県医療警報
¼WVZ½`VZ¾
新型À¨Á�h
»j特別警報Å
ÆWVTT½Ç

全県医療警報
¼WVZ½`VZ¾
全県警戒¤�»
A¼[VT#½`VW¾

全県警戒¤�»
AV特別警報Åc¼½
`VW¾
全県警戒¤�»
DV警報c¼`V[½¾
全県医療警報
¼WVZ½`VZ¾

感染警戒¤�»T
¼oV$½T$¾
感染警戒¤�»D
¼oVDY½oVD#¾

特別警報ÅV感染
警戒¤�»A
¼ZV#½#[¾
全県医療警報
¼ZV`½$V#W¾
特別警報ÌV感
染警戒¤�»[
¼ZV#`½$V#T¾
全県医療非常事
態¼ZVTY½$V#T¾

医療警報¼$V#D½
¾
特別警報ÅV感染
警戒¤�»A
¼$V#D½$VT$¾
警報¼$VDY½¾

感染警戒¤�»M
¼½#YV#$¾
感染警戒¤�»#
¼#YVTY½#VW¾

感染警戒¤�»# 感染警戒¤�»#

新型À¨Á�h»
j注意報V感染警
戒¤�»M¼#V[¾
新型À¨Á�h»
j警報V感染警戒
¤�»N¼#V`½#Y¾
新型À¨Á�h
»j特別警報ÅV
感染警戒¤�»
A¼#V#Y½#D¾
新型À¨Á�h
»j特別警報ÅÅV
感染警戒¤�»
[¼#V#W½T`¾
�Ò延防止等重
点措置¼#VTo½¾

�Ò延防止等重点措置

�Ò延防止等重
点措置¼½DV`¾
新型À¨Á�h
»j特別警報ÅÅV
感染警戒¤�»
[¼DVo½¾

34他

À¨Á関連
太字斜±�中止

太字�食事中止¼弁当配布¾

学習支援¼中
学生¾

子014居
場所éêi
ë�»V公民
館自習室

¢£¤¥¦§l¨©mª

子育ï中4保護者4居場
所4運営2傾聴活動

子014居場所開催&準ù開
催

pqmhq

子014
居場所

子014居
場所¼小学
生¾

abc古里



16 
 

活動一覧 ２０２２年度 

 

台風#$号&'(被害+受-.子01234保護者84支援事業=令和@年度C令和D年E月実施IJ記載M

NO NO NO NO NO NO NO NO NO NO NO NO

@月 D月 P月 Q月 R月 S月 TU月 TT月 TE月 T月 E月 V月

W回Y#Z名 W回YW\名 W回Y#]名 #回Y^名 #回YZ名

#回Y##名 #回YO名 #回YO名 #回YW名 W回Y]名 W回YW_名

Z回YO_名 Z回YO^名 Z回Y^W名 Z回YZ#名 Z回YO\名 Z回Y^\名 Z回Y^O名 Z回YZ`名 Z回YW^名 Z回Y名 Z回Y名

^回Y\名 O回Y\名 O回Y\名 O回Y\名 W回Y\名 O回Y\名 ^回Y\名 O回Y\名 O回Y\名 O回Y\名 O回Y\名

^回Y\名 O回Y$名 O回Y##名 ^回Y#W名 W回YZ名 O回Y#W名 ^回YWW名 O回YW_名 Z回Y#]名 O回YWZ名 O回Y#O名

^回YW^名 O回YW_名 O回YZW名 ^回Y#_名 Z回Y#\名 O回YW\名 ^回Y##名 O回Y#$名 O回Y#$名 O回YW\名 O回Y#`名

O回Y#_名 O回Y#\名 O回YW\名 O回Y##名 O回Y#_名 O回Y#$名

O回Y\名 O回YW名

W回Y^名Ca保
護者Z名M

W回Y`名Ca保
護者W名M

W回YZ名Ca保
護者#名M

bcdefghi
jklgm

中止pbcd
efghqr飯

tkguvef
ghqr善光寺

v v v v v v v v v v v v

災害時&|-
(円滑�子0
1支援4.�
4����v�
交流会

災害時&|-
(円滑�子0
1支援4.�
4����v�
学習会

災害時&|-
(円滑�子0
1支援4.�
4����v�
定例会

災害時&|-
(円滑�子0
1支援4.�
4����v�
交流会�定例

�u��研修
会

�u��研修
会

災害時&|-
(円滑�子0

�緊急時&|
-(子01支
援����v
��設立

医療警報
COYW\�M
新型� ¡tk
¢�特別警報¥¥Y
感染警戒©ª¢
^

医療警報C�
^YWZM
新型� ¡tk
¢�特別警報¥¥Y
感染警戒©ª¢
^C�^YWZM
感染警戒©ª¢Z
C^YWO�]Y_M

感染警戒©ª¢Z
C�]Y_M
感染警戒©ª¢E
C]Y$�WZM
感染機械©ª¢T
C]YWO�M

感染警戒©ª¢T
C�`YOM
感染警戒©ª¢E
C`Y^�]
感染警戒©ª¢V
C`Y`�W\M
医療警報C`YW\�
W`M
感染警戒©ª¢
@C`YW\�W`M
医療特別警報
C`YW_�_Y`M
感染警戒©ª¢
^C`YW_�_Y`M

医療特別警報C�
_Y`M
感染警戒©ª¢
^C�_Y`M
医療非常事態宣
言C_Y_�WOM
感染警戒©ª¢
PC_Y_�M
³´µD対策強化
宣言C_YWO�
$Y#WM

³´µD対策強化
宣言C�$Y#WM
医療特別警報
C$Y#Z�W#M
医療警報C$YWW�
#\YZM
感染警戒©ª¢
@C$YWW�#\YZM
感染警戒©ª¢V
C#\YZ�M

医療警報C�
#\YZM
感染警戒©ª¢
@C�#\YZM
感染警戒©ª¢V
C#\YO�#$M
医療警報
C#\YW\�M
感染警戒©ª¢
@C#\YW\�W`M
感染警戒©ª¢V
C#\YW_�Z#M

感染警戒©ª¢
OC##Y#�ZM
医療特別警報
C##YO�#ZM
感染警戒©ª¢
^C##YO�#YWZM
医療非常事態宣
言C##Y#O�
#YZ#M

感染警戒©ª¢
^
医療非常事態宣
言

感染警戒©ª¢
^C�#YWZM
感染警戒©ª¢
@C#YWO�Z\M
医療非常事態宣
言C�#YZ\M
医療特別警報
C#YZ#�M
感染警戒©ª¢V
C#YZ#�M

医療特別警報C�
WY$M
感染警戒©ª¢V
C�WY#^M
小康期CWY#]�M

½#W月最終日ÁÂÃ&保護者#\名1参加Æ.
�Ç�È�会
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（２）アウトプットの実績 

短期アウトプット 指標 初期値/初期状態 目標値／目標状態 目標達成時期 実績値 

１－１ 子どもの居場

所の設置と運営 

バーチャル：オンライ

ン自習室、オンライン

昼食会(中高生）、公民

館自習室 

１．参加する子どもへのアン

ケートにより、満足度・充実

度・楽しみ度をはかる 

２．ユース・ボランティア（高

校生）へのアンケートによ

り、満足度・充実度・楽しみ

度をはかる 

参加する子どもへのアンケ

ートにより、①平日の学習時

間、②平日の昼食を誰と食べ

ているか、③学習の集中度

等、コロナ禍により休校中の

平日の様子を調査（アンケー

ト）する。 

１．５割以上 

２．５割以上 

２０２３年３

月 

１．満足度は３年間を通じて

子ども保護者共に９割以上

である。２回以上参加する率

は１００％で、想定した水準

以上に達成。 

２．― （２年目以降、週末

の子どもの居場所に大学生

参加したがアンケート実施

せず） 

１－２ 子どもの居

場所の設置と運営 

週末の子どもの居場

所（幼児小学生） 

１．保護者へのアンケート 

２．子どもが食べる昼食量 

３．スタッフの観察 

・保護者へのヒアリングに

より、参加することで参加前

と変化がみられるか、どのよ

うな変化かを調査する。 

・参加する子どもの様子を

観察し、様子の変化を調査す

る。 

１．５割以上 

２．子どもが食べる昼食量 

・食べられる量をスタッフ

に伝えられるようになり、残

す量がほとんどない 

３．スタッフの観察 

・笑顔や真剣な様子など、周

囲への遠慮や疲労がほとん

ど見られなくなる 

２０２３年３

月 

１．３年目の令和４年６月の

保護者アンケートで、満足が

１００％。想定した水準以上

に達成。 

２．コロナ禍により昼食提供

は持ち帰り弁当を配布に変

更。食べられた量は完食とほ

ぼ完食で６割であり達成。 

３．スタッフインタビュー

で、「１年目は生活再建のた

め保護者の理由だったが、

徐々に子どもの行きたいと

いう意思によって参加して

いる」という発言があり、預

けられる場所から楽しみの
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場所になっている。 

１－３ 子どもの居

場所の設置と運営 

学習支援（幼・小・中・

高生） 

１．保護者や参加する子ども

へのアンケートにより、満足

度・充実度・楽しみ度をはか

る 

２．ユース・ボランティア（大

学生）へのアンケートによ

り、満足度・充実度・楽しみ

度をはかる 

・保護者へのヒアリングに

より、参加することで参加前

と変化がみられるか、どのよ

うな変化かを調査する。 

・参加する子どもの様子を

観察し、様子の変化を調査す

る。 

小学生以上の子どもへのア

ンケートにより、①普段の学

習時間、②普段の学習時の集

中度等、普段の学習の様子を

調査（アンケート）する。 

１ ５割以上 

２ ５割以上 

２０２３年３

月 

１．満足度は子ども、保護者

共にほぼ１００％と非常に

高い。 

 

２．ユースボランティアのア

ンケートなし。活動視察と簡

単なヒアリングで、工作やク

イズなど企画を考え、子ども

たちと楽しんでいること、宿

題に気乗りしない子どもを

励ましやり切った子どもの

嬉しそうな様子から、子ども

とユースボランティアの良

好な関係が構築されている。 

１－４ 子どもの居

場所の設置と運営 

学習支援（中高生） 

１．参加する子どもへのアン

ケートにより、満足度・充実

度・楽しみ度をはかる 

２．ユース・ボ２．ランティ

ア（大学生）へのアンケート

により、満足度・充実度・楽

しみ度をはかる                   

参加する子どもへのアンケ

ートにより、①普段の学習時

間、②普段の学習時の集中度

等、普段の学習の様子を調査

（アンケート）する。 

１ ５割以上 

２ ５割以上 

２０２３年３

月 

評価なし。 

コロナ禍により開始２ヶ月

後には開催中止となり、実施

期間が短かいため。 

継続希望の声があること、保

護者の相談会の開催など、本

活動に対する参加者の満足

は高いと推察しうる。 

２－１ 子どものリ

フレッシュプログラ

ム 

１．参加する子どもへの事前

終了アンケートにより、満足

度・充実度・楽しみ度をはか

参加する子どもへの事前ア

ンケート（申込時に回収）に

より、夏休みから冬休みにか

１．５割以上 

２．過半数の＋評価 
２０２３年３

月 

１．合計７回開催し、どの会

のアンケートでも、子ども、

保護者ともに満足度はほぼ
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ユースキャンプ  

夏・冬・春 

る              

・子ども用アンケートの３-

１で「満足している」「ほぼ満

足している」と回答した人の

割合              

 

２．ボランティアやスタッフ

の観察 

・ボランティアやスタッフ

が参加者に寄り添い、適切な

対応をしている。  

けての期間の①家族旅行や

課外活動など非日常の時間

を過ごしたかどうか、②自然

体験の有無、③チームで取り

組む活動の有無を調査する。 

１００％と非常に高い。子ど

もは楽しかったという記述

が多く、保護者は子どもが充

実した時間を過ごし満足し

て帰ってきたという記述が

目立ち、達成率は非常に高

い。 

２．アンケートがなく、定量

評価なし。 

参加した学生のコメントに、

子どものサポートしながら

自身の楽しみや学びになっ

たとあり、また、子どものア

ンケート記述に大学生がよ

かったとあり過半数の＋評

価は達成と判断しうる。 

２－２ 子どものリ

フレッシュプログラ

ム 

復興イベント 

１．参加する子どもへの終了

後アンケートにより、満足

度・充実度・楽しみ度をはか

る 

・子ども用アンケートの３-

１で「満足している」「ほぼ

満足している」と回答した

人の割合         

 

２．ボランティアやスタッフ

ボランティアやスタッフの

観察 

（参加の準備等の様子など） 

１．５割以上 

２．過半数の＋評価               

３．５割以上 

２０２３年３

月 

評価なし。 

コロナ禍により復興イベン

トには、缶バッジの提供にと

どまった。なお、２０２２年

度は中止となった。 

 

子どもたちから缶バッジの

デザインを募集し、バッジの

制作は外部に委託。 
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の観察 

・ボランティアやスタッフ

が参加者に寄り添い、適切

な対応をしている。 

 

３．子どもたちの企画への参

加度 

・本事業のイベント運営等

への子どもたちの参加率 

３－１ 子育て中の

保護者の居場所の運

営と傾聴活動 

 

バーチャル 

１．参加する保護者へのアン

ケートにより、満足度・充実

度をはかる                      

・保護者用アンケートの４-

１で「満足している」「ほぼ満

足している」と回答した人の

割合   

 

２．ボランティアやスタッフ

の観察 

・ボランティアやスタッフ

が参加者に寄り添い、適切な

対応をしている。 

参加する保護者への事前ア

ンケートにより、①不安を話

せる場の有無、②不安を話す

相手、③誰と話したいか、④

何を聞きたいか・話したいか

などを把握する。 

１．５割以上 

２．過半数の＋評価 

２０２３年３

月 

評価なし 

２０２０年６月７月と開催

したが、参加する保護者が

０。子どもの居場所やリフレ

ッシュプログラムに参加す

る子どもの送迎時にスタッ

フと話したり、相談したりす

ることはよくあり、保護者だ

けが参加する活動は難しく、

こどもの参加の「ついで」の

ような形で取り組んだ。 

 

スタッフインタビューによ

り、活動を重ねるにしたがっ

て保護者に気持ちの余裕が

見られるようになったこと、

「落ち着いてきたなあ」と感

３－２ 子育て中の

保護者の居場所の運

営と傾聴活動 

 

１．参加する保護者へのアン

ケートにより、満足度・充実

度をはかる 

・大人用アンケートの４-１

参加する保護者への事前ア

ンケートにより、①不安を話

せる場の有無、②不安を話す

相手、③誰と話したいか、④

１．５割以上 

２．過半数の＋評価 ２０２３年３

月 
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長沼コミュニティセ

ンター 

で「満足している」「ほぼ満足

している」と回答した人の割

合      

 

２．ボランティアやスタッフ

の観察 

・ボランティアやスタッフ

が参加者に寄り添い、適切な

対応をしている。     

何を聞きたいか・話したいか

などを把握する。 

じたという発言が複数聞か

れた。また、３年目になると、

「お母さんたちがきれいに

なった、きちんとお化粧して

余裕が出てきた」との発言な

どから、保護者が被災から立

ち直りつつあり、日常を取り

戻してきていると判断する。 

他方、３年目の本事業の他活

動のアンケートの自由記述

に、子どもが被災から立ち直

ったとまで言い切れず、事業

が終了することへの不安も

あり、保護者自身もまた立ち

直ったと言い切れないこと

の表れとも考えられる。 

こどもの城は、他事業や新規

事業をこれまで通り長野市

で続けていくことを保護者

に伝え、いつでも連絡や訪問

を待っていると伝えている。 

３－３ 子育て中の

保護者の居場所の運

営と傾聴活動 

 

古里児童センター 

１．参加する保護者へのアン

ケートにより、満足度・充実

度をはかる 

・大人用アンケートの４-１

で「満足している」「ほぼ満足

している」と回答した人の割

合      

 

２．ボランティアやスタッフ

の観察 

・ボランティアやスタッフ

が参加者に寄り添い、適切な

対応をしている。  

参加する保護者への事前ア

ンケートにより、①不安を話

せる場の有無、②不安を話す

相手、③誰と話したいか、④

何を聞きたいか・話したいか

などを把握する。 

１．５割以上 

２．過半数の＋評価 

２０２３年３

月 
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活動参加数 

子どもの居場所 

 ふるさと（週末） 権堂（平日） 

 開催数 参加者数 開催数 参加者数 

2020 21 125 29 375 

2021 20 115 28 569 

2022 15 111 30 391 

 

子どもの居場所（学習支援） 

 バーチャル・対面 平日放課後 豊野中学校放課後 不登校の子ども 

 開催数 参加者数 開催数 参加者数 開催数 参加者数 開催数 参加者数 

2020 40 124 29 331 ― ― ― ― 

2021 58 283 40＊ 43 8 143 ― ― 

2022 48 333 ― ― ― ― 14 24 

＊うち、１４回は参加者０ 

 

リフレッシュプログラム 

 ウィンターキャンプ サマーキャンプ 春のリフレッシュ 

2020 18 ― 25 

2021 15 19 18 

2022 11 17 ― 

 

 

３） 外部との連携の実績 

広報実績 

全体 
 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

活動広報 法人ホームページに、本事業のページを設置し、事業予定や開催状況

を毎回掲示し、参加募集を含め広く周知している。 

パンフレット「災害支

援事業のご案内」 

ー ・２０００枚作成 

・災害ボランティア

委員会、教育委員会、

長沼小学校に配布 

ー 

 

子どもの居場所の設置と運営 
 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 
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学習支援（バーチャル

／公民館自習室） 

  

  

・チラシ配布：合計

３，４００枚 

①中学校２校で学校

を通して全校生徒を

対象に３回 

②長野市社会福祉協

議会と公民館２ヵ所

と支所１か所でチラ

シ設置 

・チラシ配布：合計１

７１４枚 

①対象中学校２校で

学校を通して全校生

徒に配布（４月） 

②長沼市社協、公民

館２ヵ所、支所１か

所、公共施設１か所

にチラシ設置 

③長沼地区全７３２

戸に配布（回覧板？） 

④対象中学校の１校

に春休み前に学校を

通して全校生徒に配

布 

・チラシ配布：合計９

３０枚配布 

①対象中学校２校で

学校を通して全校生

徒に配布、長沼小学

校で小５・６を対象

に学校を通して配布

（４月） 

②公民館２ヵ所、支

所１か所にチラシ設

置 

週末の子どもの居場

所（あそびの広場ふる

さと） 

・チラシ配布：合計４

９０枚 

①長沼小学校で学校

を通して全児童に２

回配布 

②鍋屋田小、長野市

社協、スポコミ東北、

公立保育園３か所で

チラシ設置 

・チラシ配布：合計９

１２枚 

①長沼小学校と長沼

保育園で学校・保育

園を通して全児童・

園児に配布 

②長野市社協チラシ

設置 

③長沼地区全７３２

戸に配布（回覧板？） 

チラシ配布：合計１

００枚 

長沼小学校で学校を

通して全児童に配布 

平日の子どもの居場

所（ながのこどもわく

わくカフェ） 

ー 

（継続利用の子ども

がおり、コロナ禍の

ため広報せず） 

ー 

（継続利用の子ども

がおり、コロナ禍の

ため広報せず） 

チラシ配布：合計１

１８０枚 

①４小学校で学校を

通して全児童に配布

（計１０００枚） 

②３中学校、公共施

設３か所（うち２ヵ

所は事業開催会場）

でチラシ設置（各３

０枚） 

 

子どものリフレッシュプログラム 
 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 
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長野市復興イベント ・チラシ配布：合計１

５０枚 

①缶バッヂ原画募集

チラシを長沼小学校

で、学校を通して全校

に１回配布 

・スポコミ東北にチ

ラシ設置 

ー 

（特になし） 

ー 

（長野市復興イベン

ト開催されず） 

初夏のリフレッシュ

プログラム 

ー 

（計画なし） 

・長沼小４・５・６年

生に学校を通してチ

ラシ配布（計５０枚） 

・日本テレビ８/２８

放送の２４時間テレ

ビで全国放送 

・チラシ配布：合計９

３０枚配布 

長沼小に加え他５小

学校で学校を通して

全児童にチラシ配布

（計７５０枚） 

篠ノ井地区でチラシ

設置（計８０枚） 

 

・＜中止＞飯綱で DAY

キャンプ 

長沼小３－６年生に

学校を通してチラシ

配布（８０枚） 

冬のリフレッシュプ

ログラム 

・対象となる長沼小

学校で１回、全校生徒

を対象に学校を通し

て配布（合計１００

枚） 

・長沼小５・６年生に

学校を通してチラシ

配布（計５０枚） 

  

春のリフレッシュプ

ログラム 

・対象となる長沼小

学校で２回、全校生徒

を対象に学校を通し

て配布（合計２００

枚） 

・長沼小全児童に学

校を通してチラシ配

布（計９０枚） 

ー 

（計画なし） 

 

子育て中の保護者の居場所プログラム 
 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

保護者の居場所 ・チラシ設置 

長野市社会福祉協議

会、長沼支所で合計１

００枚 

ー 

（保護者だけを対象

とする活動から子ど

もの活動のパラレル

に変更のため広報な

ー 

（保護者だけを対象

とする活動から子ど

もの活動のパラレル

に変更のため広報な
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し） し） 

 

メディア掲載 

【子どもの居場所】 

・週刊長野（７月４日号にコラム掲載） 

・長野県社会福祉協議会発行の「やまびこ通信（３月号）」に取材記事が掲載 

【リフレッシュプログラム】 

・「飯綱で DAY キャンプ」が、日本テレビ 8/28 放送の 24時間テレビで全国放送 

 

連携・対話実績 

【連携】 

長野市子ども未来部と復興局 

長野市教育委員会 

長沼小学校 

緊急支援の主対象となった子どもの通う小学校で、本事業の子どもの居場所（週末の

子どもの居場所）やリフレッシュプログラム、保護者支援の主対象。コロナ禍でもあり、

子どもたちの様子や活動の内容など折に触れて訪問し、相談や活動報告を行った。長沼

小は全児童９０名程度と規模の小さい学校で、コロナ禍がなければ全児童が一緒になる

全学年活動もあり、何より教員と児童の関係が大変良好で近い。特に、教頭は令和元年

には６年生の担任で、２０２０年度より教頭として全児童をよく知る。コロナ本事業開

始後、半年ほどたった時に児童の様子など教員アンケートに協力。保護者アンケートの

実施や活動への参加募集のチラシ配布など広報協力もあった。 

 

豊野中学校・東北中学校 

子どもの居場所（学習支援）の主対象となる子どもの通う中学校。東北中学校は長沼

小の子どもの通う中学校で、豊野中学校は豊野地区という台風で甚大な被害を受けた地

域にある。学習支援の参加募集のチラシ配布、子どもの様子など相談や報告を行った。

特に豊野中学校は、中学校で開催されていた放課後学習支援の終了後を引き継ぐ形で、

２年目の令和３年度に本事業の中で、平日に豊野中学校放課後学習支援に取り組み、令

和４年度も実施予定であったがコロナ禍によりできなかった。 

 

長野 NPOセンター 

中学生と主対象とする学習支援の経験がこどもの城にはなかったため、令和２年度の

学習支援を長野 NPOセンターに運営を委託し、同時にノウハウを学んだ。令和３・４年

度はこどもの城が運営し、中学校での放課後学習室や不登校の子どもの平日学習支援へ

と活動の場を広げることができた。 

 

以下に、活動ごとの連携先一覧を掲載する。 
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子どもの居場所 

活動 年度 連携団体名 備考 

ふるさと R２-４ 長沼小学校 企画周知 

ふるさと R２ 古里児童センター 会場提供 

ふるさと R２-４ 古里公民館 会場提供 

ふるさと R２-４ ばあばこびれ 弁当手配 

ふるさと R２ ボランティア １名 

ふるさと R３-４ 赤沼区公会堂 会場提供 

ふるさと R３ IT 専門家 ２名、プログラミング体験 

ふるさと R３-４ ドンキホーテ 弁当手配 

ふるさと R３ ボランティア ４名、居場所支援 

ふるさと R３ 大学生スタッフ １名 

ふるさと R４ IT 専門家 １名、プログラミング体験 

ふるさと R４ ボランティア 
 

居場所支援（企画）、２代目長野住

みます芸人ゆでたかの3 

ふるさと R４ 大学生スタッフ ２名、居場所支援（企画） 

学習支援 R２-４ ソフトバンク タブレット契約・モラル講座 

学習支援 R２-４ ドコモ タブレット契約 

学習支援 R２-４ 東北中学校 企画周知 

学習支援 R２-４ 豊野中学校 企画周知 

学習支援 R２-４ 古里公民館 会場提供 

学習支援 R２ 長野県 NPOセンター １１名 

事業委託（学習支援・居場所支援） 

学習支援 R２ 学生ボランティア １１名、学習支援・居場所支援 

学習支援 R３-４ 豊野公民館 会場提供 

学習支援 R３ 長沼地区住民交流ハウス 会場提供・企画周知 

学習支援 R３ 長野県 NPOセンター ２名、イベント企画 

学習支援 R３ 学習支援スタッフ １１名、学習支援・居場所支援・イ

ベント企画（ゆでたかの、学生６名

含む） 

学習支援 R３ 学生ボランティア １名、学習支援・居場所支援 

学習支援 R３-４ ドンキホーテ 弁当手配 

学習支援 R４ 学習支援スタッフ ７名、学習支援・居場所支援・イベ

ント企画（ゆでたかの、学生３名含

む） 

権堂 R２-４ こどもの城他事業 子育てサロンぴーかーぶー 

権堂 R２-４ 川中島の保健室4 てぃーんずカフェ 

 
3 ⻑野市で寺⼦屋運営（https://nagano-citypromotion.com/nagalab/people/people12306/） 
4 http://www.川中島の保健室.jp/ 
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権堂 R２-４ 権堂イーストプラザ 会場提供 

権堂 R２ 長野県 NPOセンター ８名、事業委託（学習支援・居場所

支援） 

権堂 R２-４ フードバンク信州 食材支援 

権堂 R２-４ 長野地域こどもカフェプラッ

トフォーム 

食材支援 

権堂 R２-４ JAながの 食材支援 

権堂 R２-４ 長野県栄養士会 食事支援（栄養士）、夕食の献立作

りと調理 

権堂 R２ ボランティア ２２名、学習支援・居場所支援 

権堂 R３ 学習支援スタッフ ５名、学習支援・居場所支援 

権堂 R４ 本願寺長野別院 会場提供 

権堂 R４ 学習支援スタッフ ４名、支援・居場所支援 

 

リフレッシュプログラム 

ウィンター R２-４ 長沼小学校 企画相談、周知 

ウィンター R２-４ 兄部坊 宿泊受け入れ、善光寺宿坊 

ウィンター R２-４ ホテル信濃路 ランチ受け入れ 

ウィンター R２-４ アリーナ バス手配 

ウィンター R２-４ 信州アウトドアプロジェクト ２名、野外レクリエーション・経過

観察 
 

ウィンター R２-４ 長野県 NPOセンター ２名、SDGs ワークショップ 

ウィンター R２-４ 長野県立大学地域貢献サーク

ル「ぐるんぱ」 

グループ担当 

R２-３:４名、R４:５名 

ウィンター R２ 運営サポートスタッフ １名、こどもカフェ学習支援スタッ

フ 

ウィンター R４ 学生スタッフ ２名、グループ担当、大学院生（ぐ

るんぱ卒業生） 

サマー R３ 長沼小学校 企画相談、周知 

サマー R３ アリーナ バス手配 

サマー R３ 飯綱高原よっこらしょ １０名程度、企画・運営・昼食手配 

サマー R３ 長野県立大学地域貢献サーク

ル「ぐるんぱ」 

５名、グループ担当 

サマー R３ 豊野西小学校 企画周知 

サマー R３ 豊野東小学校 企画周知 

サマー R３ 松代小学校 企画周知 

サマー R３ 東條小学校 企画周知 
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サマー R３ 篠ノ井住民自治協議会 企画周知 

サマー R４ イーエムアイ・ラボ ５名、企画・運営 

サマー R４ 信州アウトドアプロジェクト １名、企画・運営・経過観察 

サマー R４ アソビーバナガノパーク バス手配・昼食手配 

サマー R４ 長野県立大学地域貢献サーク

ル「ぐるんぱ」 

グループ担当、９名 

春 R２-３ 長沼小学校 企画相談、周知、会場提供 

春 R２-３ 長野県立大学地域貢献サーク

ル「ぐるんぱ」 

グループ担当（R２：５名、R３：３

名） 

春 R２-３ ドンキホーテ 

（長野市の人気レストラン） 

弁当手配 

春 R２ NTTながのサポーターズ ３名、ボッチャ指導者 

春 R２ ボランティア １名、運営サポート 

春 R３ ボアルース長野 ３名、フットサルの現役・元プロ選

手 

 

【対話】 

長野市で災害時支援に関心をもつ団体や個人：事業概要の持続性で述べたように、本

事業２年目に、本事業に取り組みながら、別途、令和元年東日本台風被災への緊急支援

の振り返りや緊急時の子ども支援の在り方について学習会と交流会の機会をもった。子

ども支援に取り組む NPO や保育園等と台風１９号の緊急支援の振り返りや緊急時の子

ども支援について学習会や交流会を通して、緊急事態が起きた時により良い子ども支援

ができるよう、対話を重ねた。その中で、緊急時の子ども支援を迅速かつ円滑に行い、

長野市のすべての子どもが緊急時にも守られるようネットワークの立ち上げが検討さ

れるようになった。そうして、２０２３年２月に長野市の緊急時には子ども支援を迅速

かつ円滑に行えるよう、「長野市緊急時の子ども支援ネットワーク」が設立、連携して

いく仕組みの立ち上げへと展開した。 

 

５．事業の成果 

１）アウトカムの分析 

・長野市の台風１９号の深刻な被害を受けた長野市北部地域で、子どもがストレスを軽

減している。 

 

【留意点】参加者全員ではなく、アンケートを実施した日に参加していた子どもと保護

者のみ。１００％の参加者が２回以上の利用がしており、全員にとったアンケートでは

なく回答数は少ないが、本活動への感想をおおよそ表すと考える。 

特定した事実 考察（価値判断） 

【ふるさとー週末の居場所】 

・開催状況一覧表で示したようにコロナ禍で

達成度：Ａ 

・特定した事実より、保護者が子どもを安心
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中止したこともあったが、週末の居場所を利

用した子どもは、下の表に示されるように「参

加したことで元気になれた」と「安心して参加

できた」いう回答が最も多く、子どもがストレ

スを軽減する場になっている。 

さらに、保護者の回答では「安心して参加」が

最も多い。子どもの記述に「これからもやさし

くしてほしい」とあり、スタッフへのインタビ

ューで子ども同士のけんかもあったようだ

が、のびのびと安心して過ごせたと考える。 

 

保護者の回答に「地域の人たちとつながり」が

多く、本活動が多くの協力を得て取り組んだ

ことが理解されている。例えば、昼食の提供に

は長野市のあたりで昔から食べられていたお

惣菜を子どもに伝えたいという思いで子ども

食堂に取り組まれている団体にこどもの城は

共感し、お弁当を依頼していた。他にもプログ

ラミングの時間や大学生による企画、夏休み

特別企画として謎解きゲームのようにして楽

しみながら、学びを深めた。 

 

 

・昼食のお弁当について、残念ながら意図し

たことが伝わっていない場合もあった。上述

したように、長野の昔からのお惣菜・郷土料理

を知ってほしいという思いを伝えるなど、週

末の居場所の意図や思いを参加している子ど

もや保護者に共有する機会を持つ余裕がなか

った。アンケートではお昼ご飯に「大変不満」

はないが、「やや不満」と回答する子ども若干

して送り出せる、子どもがストレスを軽減す

る場を提供できたと判断した。 

・ふるさとでは、工作や公園に行く、なぞなぞ

などボランティアスタッフの企画など、リフ

レッシュプログラムのような特別なイベント

ではなくとも、参加した子どもが楽しみ、感謝

していることが事業終了月に届いた手紙に示

されている。 

・プログラミングという新たな学びの機会か

ら、自分で工夫し学んだ以上のことをできる

ようになるなど、前向きな頑張り、成長がみら

れる。 

 

事業の効率性：Ａ 

・こどもの城は、運営と子どもの安全に配慮

し、外部の協力を取り入れることで、子どもが

安心して過ごし、元気になれる場提供し、費用

対効果が高いと判断する。 

・しかしながら、この活動の目的が子どもや

保護者に共有されるまでには至らなかった面

も若干あることは否めない。コロナ禍により

昼食をともにすることができなかったことも

あり、単に昼食の提供ではなく、長野市の食文

化を伝える意図が伝わっていなかったケース

もみられた。コロナ禍での開催で、目的や思い

をつたえきれなかったことは理解され、、効率

性は高いと判断する。 

 

0 2 4 6

参加したことで元…
安⼼して参加する…
地域の⼈たちとつ…
⽀援につながる…
将来に希望をもて…

参加の感想
（2022年6⽉）

⼦ども 保護者



30 
 

名おり、「メニューを変えて欲しい」と回答し

た子どもは 5 人中 4 人であった。 

 

・２０２３年３月の長沼小学校からの手紙

で、参加した子どもはお昼を皆で一緒にお昼

を食べたこと、工作、皆で公園に行ったこと、

プログラミング、なぞなぞ・クイズと、特別な

イベントではないことも楽しかったと記して

いる。上述と反するが、お昼ご飯のおばちゃん

への感謝を記した児童もいる。 

・プログラミングに興味を示す記述が８名お

り、学びをいかして自分でゲームをつくれる

ようになった子どももいる。 

【権堂】 

・満足度 

 令和２ 令和３ 令和４ 

学習 ７１％ ８３％ ４０％ 

食事 ７９％ １００％ ７０％ 

 

・自由記述には 3年間を通して、「皆と遊べた」

「他の子と勉強できて楽しい」「皆で食事がで

きて楽しい」と一人でないことを楽しいとす

る記述が目立つ。 

・少数ではあるが、「うるさい」という記述も

ある。 

・保護者の自由記述に、平日夜に安心して預

けられる場があること、食事と学習の両方の

支援や異年齢の子どもが参加し遊ぶ・交流の

場となっていることを喜ばれている。 

・保護者の自由記述に、「皆で食事ができて楽

しい」「○○して楽しかった」「おいしかった」

等々あり、子どもが保護者によく伝えている。 

・訪問時に、大学生ボランティアが、勉強の嫌

いな子どもを励まし、おだて、なだめと一生懸

命取り組ませている様子が観察された。 

・ＪＡ長野やフードバンク、地域の農家等か

ら食材の寄付を受け、予算以上の食事を提供

している。 

達成度：Ａ 

・平日の放課後の開催のため、学習（宿題を終

わらせる）と食事（夕飯）、遊びの３つが含ま

れる。皆で食事というように、一緒にすごすこ

と、孤立を防ぐ場になっている。 

・主な参加者は小学生だが、幼児から高校生

までを対象としており、ボランティアが大学

生から高齢者までと非常に幅広い人々が集っ

ている。多くの人々と一緒に過ごせることは、

子どもの健やかな成長を支えている。 

・他方、少数ではあるが学習の場としては、遊

び騒ぐ声がうるさく感じる子どももいること

は留意されたい。 

・参加した子どもが、保護者に食事や何をし

たかを喜んで伝え、この活動が子どもと保護

者のカンバセーションピースとなっており、

子どもが満足している様子に保護者が喜んで

いる。 

以上から、保護者が子どもを安心して送り出

せる、子どもが宿題をする、遊ぶ、夕飯を食べ

るといった健やかな成長を支える場を提供で

き、達成度は高いと判断する。 

 

事業の効率性：Ａ 

・ボランティアには大学生から高齢者まで幅

広い。また、食材の寄付により、予算以上の食

事を提供できている。 
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【学習支援】 

・参加者の満足度は、満足・ほぼ満足が１年目

は７５％（２５％は普通）、２年目３年目は１

００％である。 

・参加した子どもへのアンケートで、３年間

を通して、１名をのぞき全員が「安心して参加

できた」と回答している。 

・参加した子どもへのアンケートで、「いろい

ろな人につながれた」との回答が１年目、２年

目の参加者の半数程度いる。 

・今後どのような支援を求めるかとの問いに

は、「学習環境」と「学習支援（指導）」が高い。 

 令和２ 令和３ 令和４ 

学習環境 ８８％ ８０％ ７５％ 

学習指導 ３８％ ６７％ ５８％ 

 

・「大学生・高校生から情報を得る場」との回

答が、３年間を通して２０－３７．５％ある。 

・事業２年目には、対象中学校の協力要請に

こたえ放課後学習支援の運営、事業３年目に

は不登校の子どもの学習支援と、活動が広が

っている。いずれも、コロナ感染状況の悪化に

より中止となったが、開始当初は事業終了ま

で望まれた。 

・自由記述には「集中できる」、「静かに勉強で

きる」、「わかる問題が増えた」といった記載が

目立つ。 

達成度：Ａ 

・参加した子どもの満足度が非常に高く、目

標とした５０％を大きく上回った。また、参加

者のほぼ全員が「安心して参加できた」と回答

している。バーチャルで複数の会場をつない

だことや学習サポートのボランティアがいた

ことで、普段知り合わない人々とつながる機

会を提供できた。 

・こどもの「学習環境」と「学習指導」、特に

場を求めるニーズにこたえられた。 

運営と子どもの安全に配慮し、外部の協力を

取り入れることで、子どもが安心して学べる

場所を提供し、子どもの学びへのニーズにこ

たえた活動だと判断する。 

・さらに、参加者の通う中学校や、対象地域の

不登校の子どもをもつ保護者の要請を受け、

活動を広げており、活動が信頼を得て子ども

の学ぶ権利を支える活動となっていることを

示している。 

 

事業の効率性：Ａ 

・ステイホームの時期にはバーチャルを活用

し、対面が可能となってからは複数の場所を

バーチャルでつなぎ学習指導補助をできるだ

け多くの子どもに届くよう配慮された。 

・タブレットは、企業のサポートをうけ費用

を抑えることができた。 

 

費用対効果 

・子どもの居場所を公民館など公的施設で開

催することで、会場借料を抑えることができ

た。 

達成度：B 

・毎週のように開催する子どもの居場所や公

民館自習室などの会場借料を抑え、週末だけ

でなく要望に応じ平日放課後に開催するなど

回数を増やし、被災だけでなくコロナ禍のス

トレスを子どもが軽減することに寄与でき

た。 

・他方、公的施設の予約のため、スタッフが

毎月奔走しており、今後の活動において、会

場を確保し続けることの難しさは今後の課題

でもある。 
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・食材費については、長野 JAやフードバンク

等の協力により、食材寄付を受け食事提供の

予算を抑えられた。 

 

・長野市の台風１９号の深刻な被害を受けた地域で、子どもが健やかな成長の機会を得ている。 

特定した事実 考察（価値判断） 

全リフレッシュプログラムの参加者アンケー

トで満足度は「満足」・「ほぼ満足」で８割以上

である。 

 

達成度：A 

・どのプログラムも「満足」の回答が非常に高

い。保護者アンケートから、帰宅した子どもが

保護者に活動を喜んで話す様子が記されるな

ど、子どもが普段とは違う日を過ごすリフレ

ッシュの機会を提供できたといえる。 

リフレッシュプログラムに参加した子どもの

多くが、「安心して参加」できた、「参加して

元気になった」と回答している。 

 

・リフレッシュプログラムが、子どもに安心

して参加し元気になれる場を提供できたとい

える。 

リフレッシュプログラムの企画には、地元の

団体の協力を得て、SDGsを考える子ども会議、

自然観察、石窯でピザを焼く、などなど多様

な企画を提供できた。 

・本事業のスタッフや専門家だけでは取り組

めなかった活動を、地元の団体との連携によ

り、様々な経験を子どもに提供し、子どもの

健やかな成長の一助となりえた。 

0%
20%
40%
60%
80%
100%

20
20
冬
20
21
冬
20
22
冬

20
21
初夏

20
22
初夏
20
20
春
20
21
春

⼦どもの満⾜度

満⾜ ほぼ満⾜ 普通

やや不満 ⼤変不満



33 
 

・リフレッシュの保護者アンケートの記述に

「楽しい・喜び」という記載が目立つ。 

・リフレッシュの保護者アンケートの記述に

「友」という記載が目立つ。 

・リフレッシュの保護者アンケートの記述に

「思い出」が目立つ。 

・リフレッシュの保護者アンケートの記述に

「感謝」の言葉が目立つ。 

 

・子どもが「楽し」く「喜び」という言葉が帰

宅した子どもの様子を示す言葉とし最もよく

出てくる。帰宅した子どもが、楽しそうに嬉

しそうに活動のことを話してくれたという記

述もあり、子どもが楽しい時間を過ごせたこ

とを保護者が喜んでいる。 

・コロナ禍により休校や外遊びができないな

ど、子どもが自宅で過ごす時間が多いという

記述もあり、保護者が本プログラムに子ども

が参加することで、友だちとしっかり一緒に

過ごせたことを喜んでいる。 

・保護者が深い満足を覚えるほど、子どもが

充実した時間を過ごす場を提供できたといえ

る。 

・コロナ禍が収束せず、学校行事にも制限の

ある中、こどもの城が子どもの安全に配慮は

保護者の理解を得られた。次いで、「参加する

ことで元気になった」の回答が多く、子ども

が安心して発散しリフレッシュする場を提供

できたといえる。 

 

台風被災からの生活再建に加え、コロナ禍で

宿泊学習など子どもの楽しみにしている学校

行事が中止になるなど、子どもの良い思い出

になるはずの機会をなくしていることを、リ

フレッシュプログラムが補完しといえる。保

護者の中には子どもに「申し訳ない」という

ような思いを記しており、子どもの健やかな

成長を支える一助となったといえる。 

リフレッシュプログラムを通じて、子どもが

「楽しみ」、普段できない「体験」をし、「友」

と一緒に過ごし、「思い出」を作り、台風の被

災やコロナ禍が重なり、保護者が子どもにし

てあげたい・望んでいることを提供できたの

で、感謝の言葉につながっていると判断する。

子どものストレス解消や発散、心の傷の癒し

はもちろんのこと、保護者の心に寄り添う活

動でもあったと判断する。 

 

事業の効率性：A 

２０２３年３月、長沼小学校からの手紙より 

・２４名の子どもの手紙は、たくさんの思い

出ができたことを伝えている。中でも、一泊

二日のウィンターキャンプは、精進料理から

宿坊宿泊、ホテルのバイキング昼食、SDGsの

学び、善光寺の朝事、野外活動と、子どもに

よって記す活動は異なるが、よく覚えている

ことがわかる。 

・サマーキャンプで、ドローンやヤギの餌や

り、ピザを焼いて食べたこと、子どもによっ

て印象に残った活動は異なるが、楽しんだこ

とが記されている。 

・スタッフインタビューで、ウィンターキャ

ンプの参加者はふるさとの参加者でない子ど

もの多く、迎えのバスでは少し緊張している

が、送りのバスではとてもうれしそう、興奮

した様子がよく印象に残っているという。 

全リフレッシュプログラムの保護者アンケー

トで、「満足」は９０％以上、ほぼ満足を含め

ると全プログラム１００％満足されている。 

冬 初夏 春

回答数 36名 23名 24名

楽しい・喜び 59 31 8

感謝 50 25 11

友 42 12 3

体験 38 20 2

経験 16 3 0

思い出 15 6 1

感謝（ありがとう・ありがたい含む）

楽しい・喜び（楽しみ含む）
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１つの団体だけでは難しいが、地域の多くの

人々や団体に協力を仰ぎ、子どもたちに多様

な経験を提供できている。 

全リフレッシュプログラムの保護者アンケー

トで「安心して参加させることができた」が

１００％あるいはほぼ１００％である。 

次に参加することで元気になった」が高く、

５割以上である。 

参照：欄外の下の表 

 

 

・本事業を通して、地域の人たちとのコミュニケーションの場や学習の機会を得ることで、子ど

もたちが自らの生き方に主体性を持ち、積極的に社会に参画していけるようになる。 

特定した事実 考察（価値判断） 

冬のリフレッシュプログラムに参加後のアン

ケートより 

・参加した子どもの感想として、１－２年目

は「いろいろな人とつながれた」が９５％に

近く、「参加して元気になれた」よりも高い。

達成度：A 

・普段の生活で接する保護者や教員以外の大

人、多様な背景や活動に携わる人々に接した

ことが明らかである。SDGｓの学びと合わせ、

地域の活動に参加経験のない子どもが、今後
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３年目は、２つは同じ回答率５０％で、下が

るとはいえ半数はいろいろな人につながれた

と感じている。 

・地域の活動に参加経験のない子どもが、今

後参加したいという回答がほぼ１００％であ

る。 

参加したいと回答したと考える。 

・リフレッシュプログラムが、子どもが地域

に目を向ける一助となっている。 

・本活動を通じて、台風１９号に被災した子

どもが、「元気になった」「頑張る」と前向き

になっている。 

・教員アンケートに、子どもが思いやりやさ

れたことに気づきがあると記され、子どもの

からの手紙に「こどもの城が自分たちのため

に頑張ってくれた」とよく理解しており、心

の成長がみられる。 

・高学年になると、被災を振り返ることがで

き、防災を学び、前向きになっている様子が、

教員アンケートやスタッフインタビューから

わかる。 

・子どもの中には、自分たちのために頑張っ

てくれるこどもの城が、自分たちだけでなく

他の場所、被災者を支援していくと他者を想

像（思いやり）がみられ、被災から学び成長

がみられる。 

・具体的に地域に対し、何かをする計画が見

られないが、支えられたことに気づき感謝す

る心、他者への思いやりや他の被災者への思

いやりが育まれている。これは、「自らの生き

方に主体性を持ち、積極的に社会に参画して

いけるようになる」土台を子どもたちが育ん

だと判断する。 

 

事業の効率性：B 

・コロナ禍で計画よりも開催数は少なかった

が、子どもが元気になった、頑張ろうと前向

きな様子がみられ、密度の濃い活動ができた

と判断する。 

 

リフレッシュプログラムの保護者アンケート

で、「参加することで得られたこと」に対し、

参加した子ども、保護者の回答で「地域の人

とつながれた」が２割から４割と回答してい

る。 

・２０２０年秋の教員アンケートでは、表面

的には前向きだが体調や心に見えない影響や

言えないことを抱えているのではと全学年の

担任教員が記していた。 

・長沼小学校教員アンケート（２０２３年３

月）で、担任教員の感じる児童の様子として、

４年生は「人のことを思いやり、協力しあお

うとしている」、５年生は「防災教育がすすみ、

（児童が）支えていただいたことを改めて気

づいた」、６年生は「防災について学習し、前

向きに今後を考えている」とあり、前向きな

様子がうかがえる。 

・長沼小学校からの手紙（２０２３年３月、

５－６年生児童３６名中２４名から）で、「元

気になった・元気が出た」と７名が記し、「頑

張っていく」と５名が記している。 

・また、こどもの城への「ありがとう」と「感

謝」はそれぞれ２３か所、「○○してくれた」、

「頑張ってくれた」、「支えて」とこどもの城

の支援に気づく記述が２２か所ある。 

・児童の中には、「子供の城のみなさんが、頑

張ってくれた様に、私もがんばります」とい

うように、こどもの城の姿勢が児童を励まし

ている。 

・こどもの城は、自分たちへの支援が終わる

と、他の場所の被災を支援をすると考え応援

する児童が５名いる。 
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・スタッフインタビューで、「子どもの身近な

大人は保護者や学校の先生で、第３の身近な

安心できる大人として寄り添う」姿勢を聞か

れた。 

・また、「１年目は台風１９号について話すこ

とは憚られたが、２年目くらいから子どもの

心の整理ができてきたようで、話しやすくな

った」と聞かれた。 

 

・台風１９号の深刻な被害、コロナ禍と続く中、子どもが家庭で伸び伸び過ごしている。 

特定した事実 

２年目の令和３年度末に長沼小学校の協力を

得て、全保護者を対象にアンケートを実施。 

・「ふるさと（週末の居場所）」は、これまで参

加経験のある保護者はほぼ１００％継続希望 

・希望回数は月１－２回に集中のため、最終

年の令和４年度は毎週から隔週開催に変更 

・小学校高学年が参加する冬のリフレッシュ

プログラム、中学生が主対象の学習支援のア

ンケートで、悩みと相談相手を質問。悩みが

あるとの回答は平均して４０％程度である。

下の表で示されるように、「相談相手がいる」

という回答は７０％から１００％と高く、相

談相手の約９０％から１００％が親である。 

 

考察（価値判断） 

達成度：B 

 

小学校高学年から中学生と思春期を迎えた子

どもは、約４割が悩みを持ち、相談相手のい

る子どもが大半である。相談相手の９０％か

ら１００％が親と回答し、親との関係が良好

であり、自宅でのびのびと過ごせていると判

断する。 

本事業との相関関係があるとまで言える材料

がないが、参加の満足度がほぼ１００％であ

ることと支援の継続を望む回答の高さから、

本事業が被災からの生活再建につかれた保護

者に一定の癒しと不安の解消に貢献したと判

断する。 
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コロナ禍でステイホームが続き、子どもが過

ごす場所も表で示されるように、自宅率がか

なり高い。保護者アンケートにはゲームのし

過ぎや YouTube の見過ぎを心配する記述や回

答もあるが、子どもは居心地のいい場所とし

て自宅を挙げ、落ち着く・親や家族がいる・気

を使わなくてよい等々と記載している。 

 

２０２３年３月長沼小学校児童の手紙に、支

援物資（フードパントリー）を感謝する記述の

中で、母親が喜んだことを子どもが喜ぶと記

す児童が２名いた。 
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２）アウトカムの達成度 

（１）短期アウトカムの計画と実績 

短期アウトカム 指標 初期値/初期状態 目標値／目標状態 目標達成時期 実績値 

長野市の台風１９号の深

刻な被害を受けた長野市

北部地域で、子どもがス

トレスを軽減している。 

１．こども・保護者への

アンケート 

２．子どもの参加人数、

リピート率 

３．ヒアリング（保護

者・スタッフ・ボランテ

ィア） 

参加する子ども・保護者へ

のアンケート／ヒアリン

グにより把握。 

避難所支援終了後のアン

ケート（３月実施）で、一

部保護者から子どもが避

難所が楽しかったと懐か

しむという記述があるな

ど、被災からコロナ禍でま

まならない日常にかなり

のストレスがあると考え

ている。 

１．５割以上 

 

２．定員の６割以上を満た

し、リピート率が４割以上 

３．ヒアリング 過半数の

＋評価 

・保護者やスタッフ、ボラ

ンティアへのヒアリング

の中で、子どもたちの前向

きな様子の変化がみられ

る。 

２０２３年３

月 

１．とられたアンケートの平

均値より、高く達成と判断 

 

２．達成。３年間を通じて子

どもの居場所の活動には参

加者の大半がリピートして

おり、大きく達成。なお、コ

ロナ禍により定員の６割以

上を含めない。 

 

３．達成。保護者アンケート、

スタッフインタビューから

子どもが前向きに変化した

と判断される。 

長野市の台風１９号の深

刻な被害を受けた地域で、

子どもが健やかな成長の

機会を得ている。 

１．こども・保護者へのア

ンケート 

２．ヒアリング（子ども・

保護者・スタッフ・ボラン

ティア） 

３．本事業のイベント運営

等への子どもたちの参加

率 

事前の保護者へのヒアリ

ングで避難所閉鎖後すぐ

の冬休みに旅行するよう

な精神的な余裕がなかっ

たと聞いている。その後の

コロナ禍により、春休みや

ゴールデンウィークは自

然体験や旅行など非日常

を楽しむ機会は一切なか

った。被災、コロナ禍から

のリフレッシュの機会は

ほとんどない。 

１．５割以上 

２．ヒアリング 過半数

の＋評

価                  

３．５割以上 

２０２３年３

月 

１．高く達成。すべてのリフ

レッシュプログラムのアン

ケートで＋評価が１００％ 

 

２．スタッフインタビュー、

保護者のアンケートから＋

評価が１００％ 

 

３．コロナ禍によりイベント

運営にまで子どもの参加は

不可能だった。 
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本事業を通して、地域の人

たちとのコミュニケーシ

ョンの場や学習の機会を

得ることで、子どもたちが

自らの生き方に主体性を

持ち、積極的に社会に参画

していけるようになる。 

１．こども・保護者へのア

ンケート 

２．子どもの参加人数、リ

ピート率    

台風による災害とコロナ

禍で、ストレスや不安を感

じ将来の生き方に迷いを

感じている。 

１．６割以上                         

２．定員の５割以上を満た

し、リピート率が４割以上 

２０２３年３

月 

１．達成。アンケートの回答

から、少数ではあるがストレ

スや不安を感じる子どもが

いたが、保護者をはじめ相談

できると回答。 

 

２．達成。子どもの居場所は

どの活動もリピート率が高

い。なお、コロナ禍により定

員の６割以上を含めない。 

台風１９号の深刻な被害、

コロナ禍と続く中、子ども

が家庭で伸び伸び過ごし

ている。 

１．こども・保護者へのア

ンケート 

２．ヒアリング 

３．保護者の参加人数、リ

ピート率 

事前のヒアリングで、①子

どもの学習、②子どもの成

長、③コロナ感染と台風１

９号の被災とコロナ禍が

合わさり、子どもの成長に

不安を感じていること、保

護者本人もまたストレス

を抱えていることがわか

っている。 

１．６割以上 

２．ヒアリング 過半数の

＋評価              

３．定員の３割以上を満た

し、リピート率が４割以上 

２０２３年３

月 

１．達成。子ども、保護者の

アンケートから活動により

ストレスを軽減している。 

 

２．達成。保護者アンケート、

スタッフインタビューによ

り子ども、保護者ともにスト

レスを軽減している。 

 

３．達成。子どもの居場所の

すべての活動でリピートし

て参加する子どもは４割以

上。なお、コロナ禍により定

員の３割以上は含めない。 
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２）アウトカム達成度についての評価 

達成：A 

コロナ禍が収束せず、計画の修正や中止せざるを得ないこともあったが、上述のよう

に、子どもが被災の心の傷をいやし元気になることだけでなく、保護者の子どもを心配

し不安に思う気持ちを和らげることに寄与していることから、４つのアウトカムを達成

できたといえる。 

 

子どもの居場所事業によって子どもに「安心安全な場」を継続的に提供してきたこと、

リフレッシュプログラムによって日常から離れ心身ともに発散し楽しい時間であり場

を提供してきたこと、この両面からのサポートが甚大な被害にあった経験に加え、コロ

ナ禍によりストレスや不安を抱えた子どもを支えることができた。 

 

 

３）波及効果（想定外、波及的・副次的効果） 

・復旧復興支援に取り組む３年間を通じて、行政や地元の子ども支援団体、ライオンズ

クラブやコープ、フードパントリーなど多様な団体の協力を得てきた。緊急支援に取り

組み始め、１団体の限界を痛感し、緊急時に速やかに子どもを守れるよう、長野市に災

害時の子ども支援を速やかに円滑に包括的に取り組めるよう、災害時の子ども支援につ

いて学習会や交流会を２年目より本事業に取り入れた。この活動から、参加したメンバ

ーを中心に「長野市災害時の子ども支援ネットワーク」の立ち上げへと波及した。 

 

・子どもの居場所として中高生の学習支援を続ける中で、不登校の子どもの保護者会か

ら相談を受け、公民館で平日に学習会を開催することとなった。避難所においても、被

災のショックから一時的に通学できなくなるなど、どの子どもにとっても他人事ではな

い。復旧復興支援に取り組む中で、子どもの直面する課題への取り組みが広げられた。 

 

・学習支援に参加する中学生にヤングケアラーとして幼い弟の面倒を見るため、本人の

望んだ対面での参加はできなかったが、バーチャルでは参加できた。バーチャルでの開

催の意義を再確認する機会であり、また子どもの学ぶ権利をどう守るか―ヤングケアラ

ーの課題について考えるきっかけとなった。 

 

４）事業の効率性 

達成：B 

・コロナ禍の影響により、参加者０あるいは非常に限られた参加者数のこともあった。

しかしながら、子どものアンケートからは、子どもの居場所では黙食であったにも拘わ

らず皆と一緒に食事をしたことが楽しかったとの回答が多いことをはじめ、２０２３年

３月の長沼小学校児童の手紙では、公園や工作など特別なイベントでないことを楽しか
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ったとして記されており、密度の高い活動になったと考えられ、コロナ禍での事業とし

て効率性は妥当と考える。 

 

 

６．事業の成功要因と課題 

本事業はかかげた４つの成果を達成した。４つはそれぞれ別の活動ではあるが、密接

につながっており、個別に要因を探るのではなく本事業の成功要因としてまとめる。 

 

【要因】 

・子どもや保護者に「寄り添う」姿勢 

 インタビューできた全スタッフが、子どもを子どもという括りではなく個々の人格を

もつ一人一人に接しているという姿勢が共通していた。子どもを見張っているのではな

く、見守る姿勢である。 

こどもの居場所で子どもはのびのびと過ごし、こどもの居場所のアンケートで、「ス

タッフにこえをかけやすい」・「スタッフとの会話が楽しい」の回答率が高く、「これか

らもやさしくしてほしい」といった自由記述にも表れている。また、２０２３年３月に
⻑沼⼩学校から届いた児童の⼿紙にも、「やさしくされた」や「話しやすかった・話しかけ
やすかった」と書かれている。 

子どもは、こどもの城の寄り添いをしっかり気付いている。被災という心に深いダメ

ージを受けた子どもは、学校で振り返りや防災の学習を通じて、教員が指摘するように

「他者への思いやり」を育み、支えを感謝できる心の成長を遂げている。長沼小学校の

児童からの手紙に、振り返ってたくさんの思い出を懐かしみ、それらを支えてくれたの

はこどもの城だという気づきが書かれている。この成長の一端を「寄り添う」という姿

勢で支えたのが本活動である。 

本事業のそれぞれの活動に、リピーターとなる子どもが多かったのは、子ども一人一

人を尊重し、子どもに寄り添い、子どもにとって安心安全な場の提供に尽力したことが

大きいと考える。 

 

・外部との連携 

 ３年間の事業を通して、幅広く柔軟に外部との連携がみられる。 

子どもの居場所、リフレッシュプログラムには、それぞれ多くの活動があり多様なア

クティビティが盛り込まれていた。ハレの活動リフレッシュプログラムはいうまでもな

く、日常の活動子どもの居場所でも、学生や長野に住む芸人で寺子屋の主催者の協力を

得ていた。１つの団体だけでなんでもしようではなく、地域の様々な活動をする団体や

企業との連携により、文化からスポーツ、学習から遊びまで幅広く子どもの健やかな成

長を支える場を提供できた。 
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 安全面においても、コロナ禍での活動で感染予防の徹底と同時に、学校や行政、医療

関係者に相談し助言を得ている。 

 多種多様な外部の協力を得られたことは、本事業の成功の大きな要因である。 

 

【課題】 

・事業運営体制の強化 

外部要因としてあげていたコロナ禍が収束せず、対面での活動は事業期間を通じて制

限せざるを得なかった。そのような中、細心の注意を払い、医療をはじめ専門家や行政、

学校など関係各所に相談しながら、活動を継続したこどもの城の「子どもが被災で受け

た心の傷をいやし、前向きに生きることを支える」という強い信念の結果である。 

しかしながら、状況が不安定な中、活動を継続するために事業統括など一部は休みを

取ることができないなどしわ寄せがみられた。本事業は、コロナ禍の中での実施で、業

務量の見通しが立たなかったゆえにスタッフの配置が難しかったと思われるが、今後の

事業計画には、継続できる組織体制を考慮されたい。 

 

 

７．結論 

１）事業実施のプロセスおよび事業成果の達成度の自己評価 

 多くの改善
の余地があ
る 

想定した水
準までに少
し改善点が
ある 

想定した水
準にあるが
一部改善点
がある 

想定した水
準にある 

想定した水
準以上にあ
る 

（１）事業
実施プロセ

ス 

     
◎ 

（２）事業
成果の達成
度 

     
◎ 

 

（１）事業実施プロセス 

【留意点】事業実施期間はコロナ禍が収束することはなく、子どもが集まる居場所の開

催やリフレッシュプログラムは、開催するか否かを含め難しいこともあった。 

 

上述より、コロナ禍の大きな影響下で、想定した水準以上にあると判断する。 

 

どの活動においても、参加した子どもやその保護者アンケートで「安心して参加でき

た」の回答が高い。これは、コロナ禍での開催に医療関係者や行政に相談しつつ、開催

の可否を慎重に判断し、開催時には感染予防に細心の注意を払って開催してきた結果で

あろう。また、事業統括をはじめ本事業担当者が出席する責任者会合を毎月開催し、事
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業の進捗や会場予約等事業の運営・報告や情報共有の機会を設け、スタッフ間の情報共

有に配慮された。 

 

（２）事業成果の達成度 

  

上述より、コロナ禍の大きな影響もありながら、想定した水準以上にあると判断する。 

 

【有効性】 

・参加した子どもの満足度の高さ、保護者が子どもの満足度を高く評価していること、

子どもの地域社会の活動への関心を促されている回答から、本事業は有効だと判断する。 

子どもの居場所：本事業２年目となる令和３年度末に主たる対象の小学生、長沼小学校

の保護者を対象に被災後の子どもの様子や本事業への要望についてアンケートを実施

した。長沼小学校の協力を得て全保護者を対象とし、回収率は６０.９％であった外遊

びができず退屈している・ゲームのし過ぎが気になるという回答とともに高学年は自宅

学習期間中の生活が落ち着かなくなっている。４年生までは自宅学習期間も通学時と変

わらない起床時間が、高学年になると５０％程度が遅くなっている。また、学習も中々

やる気がでないようだという回答が５年生は６４％、６年生で４４％と高い。そのよう

な中、週末の子どもの居場所の利用は４－５年生で高く、ほぼ全員が継続を望みこれか

ら利用したいという声も若干ある。利用したい支援として、過半数に近い保護者が週末

の居場所と回答している。 

リフレッシュプログラム：春はスポーツを冬と初夏は多様な体験プログラムが満載で、

春はスポーツイベントである。子ども、保護者ともに満足度が非常に高く、満足・ほぼ

満足でどのプログラムも９割（２０２２初夏は子ども８８％）で、保護者は７回中３回

が１００％満足、４回は９割以上が満足で残りはやや満足である。保護者の満足度は、

アンケートの記載によれば、子どもが日常では触れることのない様々な体験を通して学

びや楽しみを得たこと、帰宅後、嬉しそうに・喜んで参加したプログラムについて話し

たことである。子どもも保護者も「安心して参加」できたという回答が非常に高く、コ

ロナ禍に開催するための細心の配慮が理解されている。また、令和３年度末の長沼小保

護者アンケートでもまた、４・５年生の保護者が８割以上、６年生の保護者は１００％

望んでいる。以上から、有効だと判断する。 

 

【妥当性】 

２０２０年１０月、避難所支援から支援を続け本事業の主対象である子どもの通う長野

市長沼小学校教員アンケートで、ほぼ日常を取り戻しているという回答は１学年だけで、

６学年の担任が自宅再建に奔走する保護者や子どもは一見日常を取り戻しているよう

であるが被災の影響が心配する記述ばかりである。事業期間中に取られた保護者アンケ

ートでは、２０２０年度には被災からの生活再建のため週末に預かってもらえることが
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ありがたいという記述が目立つ。２０２２年度には大雨を嫌がる・怖がるなど何かしら

の不安を感じている記述もあるが、災害は過去のことという記述も出てきている。。避

難所での子どもの居場所から避難所閉鎖後の週末の居場所の延長である本事業は、必要

とされており、妥当だと判断する。 

 

【インパクト】 

子どもの居場所事業を通じて、子どもの抱える多様な課題が浮き彫りになり、実施団体

の他事業を紹介するなど対応している。２０２１年度には、学習支援に参加する子ども

の多い豊野中学校の依頼を受け、豊野中学校放火簿学習支援の開催（２０２２年１月コ

ロナにより中止）、２０２２年１０月には不登校の保護者の会から依頼を受け、平日の

学習支援を開催しており、広義の効果がみられインパクトがあると判断する。 

 

２）事業の妥当性 

上述から、「妥当」と判断する。 

 

事業の効率性 

事業費は計画内に収まり、計画よりも多くのボランティアを含む人材や食材など寄付物

資もあった。参加する子どもはリピーターが多く、満足度も高い。さらに保護者の感謝

や子どもを安心して預けられた・参加できたとの記述が多い。また、リフレッシュプロ

グラムには NPOや企業など多様な団体から協力を得られたのは NPOならではである。以

上から効率性は高いと評価する。 

 

組織基盤の強化 

【連結性・持続可能性】 

災害支援の本事業から、平時の子ども支援へと展開し、２０２３年４月より常設の子ど

もの居場所を開催する。これは、３年目の保護者アンケートの記載に台風被災の子ども

への影響を心配し本事業の終了を不安に思う保護者への回答にもなる。 

さらに、本事業と並⾏して、令和元年東⽇本台⾵の緊急⽀援の振り返りや災害時の⼦ども
⽀援について、学習会や交流会を開催し他団体と学びあった。。そうして、災害が発⽣する
万が⼀の場合に備え、緊急時の⼦ども⽀援のためには、平時から連携することを検討される
ようになった。2023 年 2 ⽉には、「⻑野市緊急時の⼦ども⽀援ネットワーク」が⽴ち上げら
れ、緊急時にも⼦ども⽀援を守る仕組み作りに取り組んでいく。 

以上から本事業の連結性・持続可能性は高いと判断する。 

 

８．提言 

地域の子ども支援団体が、突然の災害により緊急支援に取り組み、復旧・復興支援に取
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り組むことに寄せて、提言したい。 

 

１．現場の観察やアイデアをくみ取る仕組み 

スタッフへのインタビューにより、どのスタッフも一人一人の子どもを尊重しよく見て

いる。その分、子どもと接することで得られるアイデアを持っている。それらをくみ取

り事業に反映させていくことができれば、さらによい活動になろう。" 

 

２．事業の目的や方針の共有 

ボランティアを含め多くの人材が善意でかかわったと思われるが、事業の目的や方針を

共有しきれていなかったようである。また、保護者アンケートの自由記述にも対象や目

的がはっきりせず他の方にすすめづらいという指摘もあった。子どもも保護者も参加す

る活動となるよう、今後の活動では参加する子どもも含めスタッフやボランティア、か

かわる人々で共有されたい。 

 

３．子どもの参加 

これまでも、活動には子どもの声をきき取り入れているが、災害時の子ども支援や防災

においても、子どもの参加を促したい。子ども・若者が防災を考える機会であり、緊急

時の備えになろう。 

 

４．子どものセーフガーディングの周知徹底 

ネットワークにおいて、早々に子どものセーフガーディングに取り組まれるだろう。そ

の折に、何よりも子どもにセーフガーディングの存在の周知徹底が望まれる。緊急時に

は、大変な数の支援団体やボランティアが集中する。何かおかしい、イヤだと思えばそ

れを我慢せず口に出していいことは、平時の理解が望まれる。 

 

５．防災－緊急時の子ども支援のために 

災害時には、その規模や被害の状況によって情報が錯綜し、混乱が生じる。窓口となっ

ている長野市子ども未来部とは、緊急時にも情報共有が確実になるよう、いつどこでだ

れが発表したのかなど、早急に緊急時の情報共有体制を検討されたい。 

災害時の子ども支援のための連携の種－「長野市緊急時の子ども支援ネットワーク」－

が、本事業の活動で取り組んだ学習会や交流会を通して事業の終了時に蒔かれた。運営

委員へのヒアリングでは、ネットワークの構築で終わりではなくこれからが始まりだと

複数の委員から聞かれ、決意と意気込みをうかがうことができた。 

行政との連期は、長野市子ども未来部が行政窓口を引き受け、窓口が一つになったこと

から、０歳から１８歳までの長野市のすべての子どもに関連する諸部署との連携が可能

となった。緊急支援では、避難所で乳幼時から小学生、数は少なくとも中学生や高校生

をもサポートしていた。提供される情報の変化・修正が早く、関連する部署があちこち
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にあり、戸惑いも混乱もあった。行政の窓口が１つになったことで、行政から提供され

る子どもに関する情報がまとまり、またこちらからの相談も容易となった。非常に大き

な一歩であり、今後は、実際にどのように動くのかなど、より具体的に連携を進められ

たい。特に場所の確保は、行政の理解が得られることが必須であろう。 

さらに、学校、幼稚園や保育園等の子どもが長い時間を過ごすところとも、ネットワー

クのメンバーを通して顔の見えるつながりができることが望まれる。子どもを取り巻く

環境には、直接また間接に多くの人々や組織がかかわっている。例えば、本事業では、

ライオンズクラブと連携したリフレッシュプログラムもあった。また、公民館や地域の

施設など、場所の提供も大きい。今後、長野市の子どもの健やかな成長を、平時にも緊

急時にも守っていけるよう、広く一般に周知され寄付や何より参加につながるよう、オ

ープンなネットワークであることが望まれる。 

 

９．知見、教訓 

 

本事業の成功の大きな要因は、多くの団体と協力したことで、実施団体が得意とする

分野だけでなく多様な活動を子どもに提供できたことである。子どもの健やかな成長は、

学校をはじめ関係諸機関や地域、団体など多様な支えによっている。 

調整は大変ではあるが、できるだけ多くの協力や連携が望まれる。 

 

・包括的な連携の立ち上げ 

復旧復興支援として本事業に取り組む中で、その出発点である令和元年東日本台風被

災への緊急支援への取り組みを振り返り、万が一、次に緊急事態が起きた場合に、より

子どもを守り健やかな成長を支える支援を考えるようになった。 

長野市に緊急事態が起きた場合に、長野市に暮らすすべての子どもに迅速かつ円滑に

支援を届けられるよう、緊急支援の取り組みの振り返りを中心に学習会や交流会を本事

業と並行して取り組まれた。学習会や交流会を続けるうち、緊急時の迅速で円滑な支援

には平時のつながりが重要だと会の考えがまとまり、事業終了直前、２０２３年２月に

長野市緊急時の子ども支援ネットワークを、長野市で子ども支援に取り組む団体と立ち

上げへとつながった。今後の防災や長野市における緊急時の迅速かつ円滑な子ども支援

が期待される。 

 

 


